
平成３０年度２月補正予算（２月１２日提案分）について

１ 概 要

国の補正予算を活用した国土強靱化対策やＴＰＰ対策等のほか、早急に対

応すべきものについて措置し、総額１７２億円を計上する。

補正内容

・ 防災・減災、国土強靱化のための対策 １１，４８１百万円

・ ＴＰＰ協定発効に対応するための対策 ３，９８０百万円

・ その他喫緊の課題への対策 １，６９２百万円

主な補正項目

① 公共事業 １４，７７５百万円

・ 国土強靱化対策やＴＰＰ対策等を実施

② 林業・木材産業の成長基盤づくり ９６７百万円

・ 間伐材生産や作業道の整備を支援

③ 農業の担い手支援 １５０百万円

・ 地域の中心的な農業者の農業用機械・施設導入を支援

④ 地方創生の拠点となる施設の整備 ４００百万円

・ 国の交付金を活用し、古代出雲歴史博物館を改修

⑤ 県立学校のエアコン整備 ４６百万円

・ 県立学校のクラスルームへのエアコン整備等を実施



繰越明許費の設定

公共事業などに係る平成３０年度から平成３１年度

への繰越限度額の設定

・ 今回補正額 １６，４４１百万円

・ 既議決額 ２１，５３７百万円

【参考】繰越明許費累計額 ３７，９７８百万円

２ 平成３０年度一般会計歳入歳出予算

１１月補正後予算額 (ａ) ４，６３３億円

２月補正予算額 (ｂ) １７２億円

補正後予算額 (ａ)＋(ｂ) ４，８０４億円

＊対前年度同期比 １０１．１％

【参考】平成 29年度 2月補正(初日提案分)後予算額 4,750億円

（注１）金額は、それぞれ四捨五入して記載している

（注２）平成 29 年度 2月補正後予算額は中小企業制度融資等預託金を含まない場合の額

３ 財 源

 国庫支出金 ９５億円

 県債 ７１億円

 分担金及び負担金 ５億円

 地方交付税 １億円

合 計 １７２億円


